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上五島病院（第3木曜日、金曜日）  
 木曜日：外来 50-60名程度（朝到着後～夕方17時頃まで） 

       外来終了後、前立腺生検、尿管ステント交換などの    

       予定検査、小手術を行う。（大体、各1-2例程度） 

       急患手術症例は当院で施行可能であれば行うが、 

       それ以外はヘリ搬送を検討。 

 金曜日：外来 40-50名程度診察 

 

対馬（第1水、木、金曜日）（外来診療のみ） 
 水曜日：中対馬病院 12時頃到着。その後外来診察（30-40名） 

 木曜日：中対馬病院 9時～13時頃まで外来診察（30-40名） 

       その後、陸路上対馬まで移動。 

 金曜日：上対馬病院 9時～12時頃まで外来診察（30名程度） 

 

県立島原病院（外来診療のみ） 
 外来：30-40名程度診察（午前のみ） 

         

診療内容 



研究・学会発表・教育活動 

【現在の研究内容】 

 ・アンドロゲン応答遺伝子の in vitro 転写システムの構築 

  （遺伝子転写機構の解析、薬剤スクリーニングへの応用） 

 

【学会発表】 

 ・ 前立腺再生検症例における生検経路に関する検討 

   西日本泌尿器科学会（2012年11月9日） 

 

 ・ in vitro transcription system for androgen-responsive gene PSA and G3BP2 

   15th international congress on hormonal steroids and hormones & cancer（2012年11月16日） 

 

【教育活動】 

 ・ グランドラウンド 「知っておきたい！泌尿器科的処置と豆知識」 （2012年11月28日） 

 



地域医療の現状、問題点 

患者数は増えているのに長崎大学泌尿器科医師の数は減少 

（医局制度が変わった影響で入局者↓、定年・転職・開業↑） 

離島の病院設備の充実も大事だが、マンパワーを確保できる制度や予算が必要と考える 

具体的な泌尿器科医師数増加や確保のためのアイディアなし 

個々の仕事量が増加 

それぞれの医師が疲弊 

学生や研修医に泌尿器科 
は、きつくて大変な印象 

地域医療にマンパワーを割く余裕なし 

離島やへき地関連病院から撤退、縮小 

長崎大学泌尿器科自体の衰退化 

負のスパイラル 


